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昨年の１２月１日(水)と２日（木）に小学校４・５・６年生を対象に、「令和３年度佐賀県学習状況

調査」を実施しました。今年度分の調査結果の概要をまとめましたのでお知らせします。 

なお、以下に示す内容は学力の特定の一部分であること、また、学校における教育活動の一側面で

あることを御理解くださいますようお願いします。 

 

１.調査の目的 

 ◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、佐賀県の児童生徒の学力や学習状況を把

握･分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

◇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２.調査内容 

 学習指導要領に示されている目標や内容の定着状況を把握するための教科に関する調査を実施 

 ☆４・５年生は、国語・算数を実施 

☆６年生は、国語・社会・算数・理科を実施 

 

３. 教科（領域）ごとの調査結果の概要 

【４年生正答率】 

                                    

 

 

 

 ○国語の調査結果概要について 

  ・国語全体については、県平均とほぼ同程度である。 

  ・「話すこと・聞くこと」、「書くこと」については高い結果となった。 

  ・中心となる語や文を見つけて要約したり、段落相互の関係に着目しながら内容を把握したりす

ることについては課題が見られた。 

 ○算数の調査結果概要について 

  ・算数全体については、県平均より相当高い結果となった。 

  ・「数と計算」の領域については、県平均より相当高い結果となった。 

  ・割合を求めたり、文章問題を理解し立式したりすることについては課題が見られた。 

【５年生正答率】 

 

 

 

  

 ○国語の調査結果概要について 

  ・国語全体については、県平均よりやや高い結果となった。 

  ・「話すこと・聞くこと」、「書くこと」については高い結果となった。 

  ・資料から必要な語句を引用したり、文章全体の構成を捉え、要約したりすることについては課

題が見られた。 

 国語 算数 

若基小学校 ６０．４ ５７．４ 

佐賀県 ５８．５ ４７．６ 

 国語 算数 

若基小学校 ６０．９ ５０．６ 

佐賀県 ５８．４ ４２．３ 



 ○算数の調査結果概要について 

  ・算数全体については、県平均より相当高い結果となった。 

  ・「測定・変化と関係」の領域については、県平均より相当高い結果となった。 

  ・水の体積を求めたり、図形の描き方を説明したりすることについては課題が見られた。 

【６年生正答率】 

 

 

 

 

 ○国語の調査結果概要について 

  ・国語全体については、県平均より少し低い結果となった。 

  ・「読むこと」については、県平均より高い結果となった。 

  ・文章の構成を考えたり、目的に応じて自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫したりする

ことについては課題が見られた。 

 ○社会の調査結果概要について 

  ・社会全体については、県平均とほぼ同程度である。 

  ・「我が国の歴史」の内容については、県平均より高い結果となった。 

  ・事象が起こった理由を説明したり、事象と人物の関係を理解したりすることについては課題が

見られた。 

 ○算数の調査結果概要について 

  ・算数全体については、県平均よりやや高い結果となった。 

  ・「データの活用」と「変化と関係」の領域については、県平均より高い結果となった。 

  ・計算の仕方を説明したり、理由を記述したりすることについては課題が見られた。 

 ○理科の調査結果概要について 

  ・理科全体については、県平均とほぼ同程度である。 

  ・「物質とエネルギー」の内容については、県平均より高い結果となった。 

  ・浸食の言葉の意味や水溶液の重さの性質の理解については課題が見られた。 

 

【調査結果全体を振り返りって】 

    ４～６年生において、ほとんどの教科が県平均と同程度か県平均より高いという結果になりま

した。児童に身に付けさせたい資質能力のうち「知識・技能」については、５年生の国語、６年生

の国語と理科が若干、下回っていましたが、ほとんどの教科で県平均を上回っており、基礎・基本

が定着している児童が多いことが分かります。「思考・判断・表現」については、６年生の国語以

外は県平均を上回っていました。授業中に目的や意図に応じて書く活動に取り組んできた結果、個

人差はありますが、少しずつ、問われている内容に沿って自分の考えを表現することができるよう

になってきたと考えられます。 

また、どの学年においても無回答率が低く、問題を解決しようと最後まであきらめずに取り組

む姿勢が身に付いている児童が多いことが分かりました。 

今後、さらなる基礎・基本の定着と思考力・判断力・表現力の向上に向けて、分析結果を有効

に活用し、各学年での指導の工夫改善に取り組んでいきます。児童が主体的に学習に向かい、達

成感を味わえるような授業づくりを行ったり、児童の伸びをしっかりと認めていったりすること

で、児童の学習意欲の向上につなげ、確かな学力を育んでいきたいと考えております。 

 

 国語 社会 算数 理科 

若基小学校 ６４．４ ６６．１ ４９．４ ８０．３ 

佐賀県 ６６．１ ６４．６ ４６．１ ７９．５ 


